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市立敦賀病院総合健診センター改修業務 
 要求水準書 

 
1. 業務名称 
 市立敦賀病院総合健診センター改修業務 
 
2. 業務目的 
 本業務は、閉鎖した病床等を活用し、総合健診センタースペースを拡充するととも

に、受診環境を改善し、受診者の利便性・快適性を向上させることを目的として、以

下の機能整備を行うものである。 
・閉鎖中の病室３室（３０７、３０８、３１１）及びがん診療センター２室（以下 

 「旧病室等」という。）を活用した更衣室および待合室の整備 
・既存の器材室を第１事務室に改修 

 ・エレベータ前スペースを活用した受付機能の新設 
 ・健診動線の改善および受診者満足度の向上 
 
3. 業務範囲 
本業務の対象範囲は以下のとおりとする。 

・改修対象：中央診療棟３階 旧病室等５室及び旧器材室の計６室（計１３９．８８

㎡） 
            ３０７  11.52 ㎡ 
            ３０８  22.86 ㎡ 
            ３１１  31.71 ㎡ 
      がん診療センター①  11.38 ㎡ 
      がん診療センター②  31.84 ㎡ 
      器材室        30.57 ㎡ 
         合計     139.88 ㎡ 
 
・受付設置対象：中央診療棟３階 エレベータ前スペース（約 22 ㎡） 
・関連する内装・電気・給排水の改修、旧病室壁面のコンソール（医療用壁面設備

（医療ガス配管（以下「医ガス」という。）含む））の撤去及び、医ガス閉栓 
・総合健診センター全体の動線調整に必要な軽微な改修 
・更衣室、待合室に設置する備品（ロッカー、椅子、パンフレットスタンド等）の設  
 置 
 
4. 要求性能（必須要件） 
4-1. 更衣室に関する要求性能 
・旧病室３０７、３０８及びがん診療センター①のスペースを更衣室とすること。 
・旧病室３０８を女性用の更衣室とすること。また、旧病室３０７と旧がん診療セン
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ター①を一体のスペースとして男性用の更衣室とすること。 
・旧病室３０７、３０８及びがん診療センター①の既設のユニットバス及び、壁面の

コンソール（医ガス含む）、トイレ、シンク、間仕切り壁、洗面台等は撤去するとと

もに天井・壁面・床面等の修繕を行うこと。ただし、既設のパイプシャフトの機能

は維持させること。 
・旧病室３０７と旧がん診療センター①の間の壁は撤去し、一つの部屋とすることと

し、出入り口ドアのいずれか一方は撤去し、防火壁を新設すること。 
・床材は、耐久性・清掃性・防滑性に優れた医療施設向けの材料を使用すること。 
・天井・壁材は、汚れが拭き取りやすい仕上げとし、長期的な維持管理に配慮するこ

と。 
・各更衣室に最低２０名分の施錠可能なロッカーを設置すること。 
・ロッカーの鍵は、スパイラルブレスレッド付きのものとする等、紛失防止対策を考

慮したものとすること。 
・車いす利用者にも対応できるよう配慮すること。 
・女性用更衣室にはパウダースペース（洗面化粧台）、男性用更衣室には洗面台を設置

すること。 
・照明器具の増設等により、適切な明るさを確保すること。 
・更衣室内の視認性に配慮し、レイアウトの工夫やカーテンの設置等により外部から

内部が見えない構造とすること。 
・更衣室入口に、利用者以外立入禁止の明示表示を設置すること。 
・必要となる電源を複数確保すること。 
・更衣室内に設置するロッカー、姿見、案内サイン等の備品については、仕様・数量

を含めて提案すること。 
・備品は、耐久性・清掃性に優れたものを選定すること。 
 
4-2. 待合室に関する要求性能 
・旧病室３１１及びがん診療センター②をそれぞれ、男性用待合室、女性用待合室と

して整備することを基本とし、それぞれ受診者が１７～２０名程度が着席できる待

合室とすること。 
・ただし、受診者動線、視認性、スペース効率等を総合的に考慮したうえで、旧病室

３１１及びがん診療センター②の間の間仕切り壁を撤去し、一体の待合室として整

備する提案を行うことは妨げないものとする。 
・既設の壁面のコンソール（医ガス含む）、カーテンレール等は撤去するとともに天

井・壁面・床面等の修繕を行うこと。 
・天井・壁・床の色調は、受診者が落ち着いて過ごせる中間色（ナチュラル・アース 

カラー等）を基調とすること。 
・照明器具の増設等により、適切な明るさを確保すること。 
・医療施設としての清潔感を確保しつつ、温かみのあるデザインとすること。 
・床材は、耐久性・清掃性・防滑性に優れた医療施設向けの材料を使用すること。 
・天井・壁材は、汚れが拭き取りやすい仕上げとし、長期的な維持管理に配慮するこ

と。 
・デザインは、総合健診センター全体のコンセプトと調和し、視覚的に安心感を与え

る空 間とすること。 
・必要となる電源を複数確保すること。 
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・待合室には、一人掛けの椅子、パンフレットスタンドを設置すること。 
・椅子は、高齢者が立ち座りしやすい座面高さとし、清掃性・耐久性に優れた素材を

選定すること。 
・そのほか、サイドテーブルや観葉植物等の備品を提案する場合は、仕様・数量を含

めて提案すること。 
・備品は空間デザインと統一感を持たせ、視認性・安全性に配慮した配置とするこ

と。 
 
4-3. 第１事務室に関する要求性能 
・既存の器材室を第１事務室として利用するため、照明器具の増設等により、事務室

として十分な明るさを確保すること。 
・壁面は、壁紙の貼替等により室内が明るくなるような色調に改修すること。 
・事務作業等に必要となる電源を複数確保すること。 
 
4-4. 受付に関する要求性能 
・エレベータ前スペースに受付カウンターを新設すること。 
・受診者が迷わず到達できる位置に配置すること。また、既設のＥＰＳ（電気配管区

画）が容易に点検できるように配置すること。 
・受付スタッフ２名が同時に対応できるカウンター幅を確保すること。 
・車いす利用者に対応したカウンター高さを含むユニバーサルデザインとすること。 
・車椅子用トイレへの動線を確保すること。 
・受付に必要な椅子、案内サイン等の備品についても提案対象とすること。 
・受診者の動線や改修対象範囲のスペース等を考慮したうえで、受付カウンターの設

置を改修後の待合室内に設置することは妨げないものとする。 
 
4-5. その他表示等に関する要求性能 
・総合健診センター内の表示は、統一されたデザイン・色調・フォントを用い、視認 
性と分かりやすさを重視すること。 

・エレベーター前のスペースに、「総合健診センター」の表示を設置すること。（既存

看板の移設又は新設） 
・待合室、更衣室、受付等の主要箇所には、視認距離 5〜10m から認識できる明確な

表示を設置すること。 
・更衣室は男女別のアイコンと文字を併記し、色分け等により直感的に識別できるデ

ザインとすること。 
・ピクトグラムは JIS または ISO 規格に準拠したものを使用すること。 
・サイン板は反射を抑えたマット仕上げとし、高齢者にも見やすい仕様とすること。 
・待合室・更衣室の天井及び壁仕上げ、第１事務室の壁仕上げは、清掃性・耐久性に

優れたビニルクロスを基本とすること。 
 
4-6. 備品提案に関する基本方針 
・本事業では、更衣室・待合室・受付に必要な備品（ロッカー、椅子、テーブル、サ

イン等）についても、一体的に提案するものとする。 
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・備品は、耐久性・清掃性・安全性に優れ、医療施設として適切な仕様とすること。 
・備品の数量・配置・仕様は、提案者が最適案を提示すること。 
・備品費用は見積額に含めて提示すること。 
・修繕に係る費用の額及び内訳、備品に係る費用の額及び内訳をそれぞれ明示するこ

と。 
 
4-7. 既存フロアタイルカーペット貼替に関する要求事項および評価 
(1) 提案の位置づけ 
・既存のフロアタイルカーペット（約 75 ㎡）の貼替を提案に含めることは任意とする

が、貼替を提案に含めた場合は、評価において加点対象とする。 
(2) 提案上限額と見積書の提出方法について 
・本業務の提案上限額は、２０，４０３，２３０円（税抜き）である。既存フロアタイル

カーペット貼替を提案する場合、見積書の提出方法は以下のいずれか（アまたは

イ）のパターンによるものとする。 
 ア 本体修繕（更衣室・待合室新設等）の費用と、既存タイルカーペット貼替の費

用の合算額が提案上限額以内に収まる場合は、貼替費用をすべて含めた見積書

（様式第６号）および見積内訳書（任意様式）を提出すること。 
 イ 合算額が提案上限額を超える場合は、見積書（様式第 6 号）および見積内訳書

には「本体修繕分のみ」を記載して提出すること。また、既存カーペット貼替に

係る費用については、「別枠見積書（任意様式、件名：既存フロアタイルカーペッ

ト貼替修繕）」を別途作成し、本体修繕の見積書とは完全に分けて提出すること。 
(3) 貼替の施工範囲と内訳の明示 
・貼替の範囲は、既存個所の貼替に追加して、待合室・更衣室・受付周辺等、提案者

が最適と判断する範囲を提案してよいものとする。 
(4) 契約前協議による調整 
・(2)イ（別枠見積）の提案を採用し、本契約と同時または別途、契約するかどうか

は、予算状況等を踏まえた契約締結前の協議により決定する。なお、予算上限を超

える部分については、施工範囲や仕様等について協議のうえで調整するものとす

る。 
(5) その他の事項 
・既存のフロアタイルカーペット（約 75 ㎡）の貼替を行う場合は、既存のカーペット

を撤去・処分したうえで、新規フロアタイルカーペットへの貼替を行うこと。 
・貼替の具体的な施工範囲については、添付図面「既存フロアタイルカーペット範囲

図」を参照すること。なお、貼替の範囲は、既設個所の貼替に追加して、提案者が

最適と判断する範囲を提案してよいものとする。 
・使用するタイルカーペットは、医療施設にふさわしい「防炎」「制電」「防汚性」「中

～重歩行」を備えた製品とすること。 
・万が一の汚損時に部分的な交換が容易な「500mm×500mm」サイズのタイルカーペ

ットを基本とし、施工時の接着剤は環境配慮型（F☆☆☆☆認定品かつ臭気の少ない

もの）を使用すること。 
・カラーや貼り方（市松貼り、流し貼り等）の選定にあたっては、総合健診センター
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全体の調和を図り、内装デザイン案（ク）の中で提案すること。 
 
5. 与条件（前提条件等） 
5-1. 現状の受診者数（実績） 
・総合健診センターの令和７年度受診者数は ５，２３４名／年である。 
・健診事業の実施時間帯は、平日 7：30～15：30（祝日を除く） 
・１日あたりの平均受診者数は約２２名／日 
・繁忙期（６〜９月）の最大受診者数は ４０名／日程度となる。 
・受診者の属性は、生活習慣病予防健診・人間ドック・健康診断・特定健康診査等で

構成される。 
 
5-2. 改修後の受診者数の見込み 
・更衣室・待合室・受付の改修により、受診動線の改善と処理能力の向上を図る。 
・１日あたりの想定受診者数は、４０名／日とする。 
・繁忙期の受診者数は、最大５０名／日程度を計画条件とする。 
 
5-3. 設計条件として提案者が考慮すべき事項 
・待合室の必要席数（１部屋あたり１７～２０名程度）（再掲） 
・更衣室のロッカー数（男女別に最低２０人分）（再掲） 
・受付の処理能力（ピーク時対応） 
・動線計画（迷わない導線、混雑緩和） 
・サイン計画（視認性の高い案内表示） 
・設備容量（電源） 
 
5-4. その他の条件等 
・改修対象の旧病室３室は現状未使用である。 
・発生材の処分は適切に行うこと。 
・必要に応じてアスベスト調査を実施すること。 
・断水作業等、運営に影響がある作業は最小限となるように計画するとともに、実施

する場合は、事前協議を行うこと。 
・エレベータ前スペースは通行動線を妨げない範囲で受付を設置すること。 
・改修中も総合健診センターの運用は継続するため、騒音・粉塵対策を徹底するこ

と。 
・消防設備の移設が必要な場合は事前協議を行うこと。 
・既存の電気・給排水設備の主要ラインは添付図面のとおりとする。 
・本業務の実施にあたり、消防法（内装制限、火災報知設備、誘導灯、非常照明等）、

建築基準法（間仕切り撤去に伴う安全性、内装制限、避難経路の確保）、電気設備技

術基準（照明・コンセント・弱電設備の改修）、労働安全衛生法（施工中の安全管

理）、その他、医療施設の改修に関連する法令・条例・指針を遵守すること。また、

既存設備の撤去（旧病室コンソール等）に伴う配線・配管の処理についても、関係

法令に適合するよう適切に施工すること。 
・現地確認を希望する者は事前に募集要項記載の担当部署に連絡調整の上、現地確認
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を行うこと。（募集要項「７ 現地確認」を参照） 
・旧器材室については、別契約で空調設備設置修繕を予定しており、当該部屋の改修

と工期が重複する場合には、作業日程の調整について配慮すること。（詳細な時期

は、決定次第提示する。） 
 
6.添付資料およびの資料説明 
 本要求水準書に添付する図面および資料は、提案者が改修計画を作成するための基

礎情報として提供するものである。 
 提案者は、以下の内容を十分に確認し、計画案に反映すること。 
6-1.添付図面一覧 
No. 図面名称 内  容 

1 既存平面図（中央診療棟 3 階平面図） 総合健診センター全体の現況を示す 

2 既存平面図（総合健診センター範囲

図） 総合健診センター全体の範囲を示す 

3 既存平面図（本体修繕範囲図） 本体修繕の範囲を示す 

4 既存平面図（既存フロアタイルカーペ

ット範囲図） 
既存フロアタイルカーペットの範囲を

示す 

5 既存平面詳細図（中央診療棟 3 階東

側） 
中央診療棟 3 階東側の詳細を示す 

6 既存平面詳細図（中央診療棟 3 階西

側） 
中央診療棟 3 階西側の詳細を示す 

7 既存設備図（電気設備） 中央診療棟 3 階の既存の電源・照明・

設備の位置を示す 

8 既存設備図（衛生設備） 中央診療棟 3 階の衛生設備（給水・排

水含む）の位置を示す 

9 既存設備図（医療ガス設備） 中央診療棟 3 階の医療ガス配管の位置

を示す 

10 面積表 中央診療棟 3 階の各室の面積および対

象範囲の総面積を示す 
 
6-2. 図面の取り扱いについて 
・図面は現況を示すものであり、正確な寸法は現地確認により補完すること。 
・設備位置は概略であり、詳細は現地調査により確認すること。 
・図面の無断転用・複製は禁止する。 
・必要に応じて追加資料を提供する場合がある。 
 
7. 成果物（契約後に成果物として提出する資料） 
契約締結後、以下の成果物を提出することとし、書面のほか、電子データ（ＰＤＦ

形式及び図面はＪＷＷ形式）も提出するものとする。 
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・実施設計図書（平面詳細図、展開図、天井伏図、建具表、造作詳細図（受付カウン

ター・ロッカー等）） 
・設備詳細図（電気・給排水） 
・サイン詳細図（寸法・仕様・位置） 
・仕上表（確定版）（材料・品番・色番号） 
・工程表（確定版）（健診事業への影響最小化計画を含む） 
・仮設計画図（養生・搬入経路・作業区画） 
・修繕写真台帳（着工〜完了） 
・完了報告書（要求性能の達成状況を含む） 

 
8. 契約後の協議について 
・契約締結後、実施設計内容について、発注者と都度協議を行ったうえで、施工を行

うものとする。 
・設計変更が必要な場合は、発注者の承認を得なければならない。 
 


